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神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー 

 

今
年
は
芥
川
賞
が
創
設
さ
れ
て
八
十
年

に
な
り
ま
す
。
昭
和
十
年
に
第
一
回
の
芥

川
賞
を
受
賞
し
た
『
蒼
氓
』
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
移
民
を
題
材
に
し
た
神
戸
が
舞
台
の
小

説
で
す
。
著
者
の
石
川
達
三
は
昭
和
五
年

移
民
船
に
乗
り
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
航
し
、
そ

の
体
験
を
『
最
近
南
米
往
来
記
』
と
し
て

出
版
し
ま
す
。 

国
立
移
民
収
容
所
は
、
神
戸
に
昭
和
三

年
に
建
設
さ
れ
た
移
住
者
を
送
り
出
す
た

め
の
施
設
で
す
。
『
蒼
氓
』
で
は
、
こ
の

施
設
を
舞
台
に
移
民
船
に
乗
り
込
む
ま
で

の
八
日
間
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

移
民
収
容
所
で
は
出
国
手
続
き
や
健
康

診
断
の
ほ
か
、
移
住
国
の
言
葉
や
宗
教
、

国
の
習
慣
な
ど
日
常
生
活
に
必
要
な
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
施
設
名
は
昭
和
三
十
九

年
「
神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー
」
と
改
称
さ
れ

ま
す
。
昭
和
四
十
六
年
神
戸
港
か
ら
の
移

民
船
が
廃
止
、
同
年
五
月
そ
の
役
割
を
終

え
ま
し
た
。
施
設
か
ら
旅
立
っ
た
移
住
者

は
約
二
十
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
か
ら
は
「
神
戸
市
立
海

外
移
住
と
文
化
の
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
移
住
の
歴
史
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
在

住
外
国
人
支
援
や
芸
術
交
流
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
国
内
で
は
唯
一
残
っ
た
移
住

関
連
施
設
で
す
。 

ＫＯＢＥの本棚 
     ― 神戸ふるさと文庫だより ― 
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海外移住と文化の交流センター 

そ
う
ぼ
う 



－新しく入った本－ 

 

海
の
本
屋
の
は
な
し
―
海
文
堂
書
店
の
記

憶
と
記
録 

平
野
義
昌
（
苦
楽
堂
） 

平
成
二
十
五
年
九
月
末
、
元
町
商
店

街
に
あ
っ
た
海
文
堂
書
店
が
閉
店
し
た
。 

 
 

大
正
三
年
、
海
事
書
の
出
版
・
販
売

会
社
と
し
て
創
業
、
以
来
九
十
九
年
、

地
域
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
き
た
本
屋
だ
っ
た
。
地
域
の
独
立
書

店
と
し
て
、
地
元
の
作
家
や
作
品
を
紹

介
す
る
な
ど
、
神
戸
の
文
化
の
後
押
し

を
し
て
き
た
。 

創
業
百
年
を
目
前
に
し
た
閉
店
の

ニ
ュ
ー
ス
は
突
然
で
、
多
く
の
人
を
驚

か
せ
た
。
「
エ
エ
店
や
っ
た
」
と
多
く

の
人
が
語
る
海
文
堂
書
店
と
は
ど
の
よ

う
な
本
屋
だ
っ
た
の
か
。
書
店
員
と
し

て
最
後
ま
で
支
え
た
著
者
が
、
店
の
歴

史
と
仲
間
た
ち
の
記
憶
を
ま
と
め
た
。 

            

官
兵
衛
―
鮮
烈
な
生
涯 

播
磨
学
研
究
所

編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 

播
磨
国
の
姫
路
に
生
ま
れ
、
稀
代
の

軍
師
と
言
わ
れ
た
黒
田
官
兵
衛
。
平
成

二
十
六
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵

衛
」
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
「
播
磨

学
特
別
講
座
」
十
一
回
を
ま
と
め
た
も

の
が
本
書
で
あ
る
。 

講
師
は
、
火
坂
雅
志
氏
、
玉
岡
か
お

る
氏
等
の
作
家
、
研
究
者
、
ド
ラ
マ
制

作
者
。
思
想
と
行
動
の
原
点
と
な
っ
た

姫
路
時
代
、
九
州
で
抱
い
た
大
望
、
キ

リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
、
肖
像
画
や

遺
品
、
テ
レ
ビ
美
術
等
、
様
々
な
切
り

口
で
官
兵
衛
像
が
語
ら
れ
る
。 

 

上
品
な
上
質
―
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
考
え
る
も

の
づ
く
り 

フ
ァ
ミ
リ
ア
編
（
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
） 

フ
ァ
ミ
リ
ア
は
子
ど
も
服
の
店
で
あ

る
。
昭
和
二
十
五
年
「
誰
も
が
マ
マ
の

身
に
な
っ
て
作
る
こ
と
」
を
合
言
葉
に
、

四
人
の
女
性
に
よ
っ
て
神
戸
で
創
業
さ

れ
た
。
創
業
ま
も
な
く
阪
急
百
貨
店
で

の
販
売
が
始
ま
り
、
大
き
く
発
展
す
る
。

そ
し
て
、
刺
繍
付
の
デ
ニ
ム
バ
ッ
グ
な

ど
多
く
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
生
み
出
し

た
。
多
く
の
人
々
に
支
持
さ
れ
て
き
た

「
マ
マ
が
子
ど
も
に
そ
そ
ぐ
愛
情
」
の

精
神
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。 

 
 

西
新
開
地
（
西
神
戸
）
物
語 

神
戸
ア
ー

カ
イ
ブ
写
真
館 

東
充
編
・
発
行 

 

今
日
「
西
神
戸
」
と
呼
ば
れ
る
長
田

区
商
業
地
域
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経

て
成
り
立
っ
た
の
か
。
写
真
を
主
体
に

「
長
田
地
方
の
起
こ
り
」
か
ら
「
衰
退

し
て
い
く
西
神
戸
商
業
（
昭
和
五
十
～

平
成
六
）」
ま
で
を
全
十
三
章
で
辿
る
。 

後
半
で
は
「
参
考
資
料
・
写
真
集
」

と
し
て
「
懐
か
し
い
西
神
戸
周
辺
の
風

景
・
暮
ら
し
」
「
懐
か
し
い
西
神
戸
周

辺
の
風
呂
屋
さ
ん
」
と
い
っ
た
項
目
を

立
て
て
往
時
の
写
真
を
収
録
す
る
。

「
西
新
開
地
」
と
呼
ば
れ
た
頃
か
ら
近

年
ま
で
の
貴
重
な
地
域
資
料
で
あ
る
。 

               

人
生
を
変
え
る
Ｍ
Ｂ
Ａ
―
「
神
戸
方
式
」

で
学
ぶ
最
先
端
の
経
営
学 

神
戸
大
学
専

門
職
大
学
院
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
編
（
有
斐
閣
） 

 
 

Ｍ
Ｂ
Ａ
と
は
大
学
院
の
経
営
学
専
攻

ま
た
そ
の
学
位
の
こ
と
を
い
う
。
神
戸

大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
企
業
な

ど
で
現
に
働
い
て
い
る
人
々
を
対
象
と

し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
各
人
が
現

在
仕
事
で
直
面
し
て
い
る
問
題
を
持
ち

寄
り
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
解
決
策
を
探

り
学
ぶ
と
い
う
点
に
あ
る
。
本
書
で
は

教
授
陣
に
よ
る
講
義
の
解
説
、
チ
ー
ム

の
研
究
事
例
、
卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
を
掲
載
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
際

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

１
６
８
人
の
寄
稿
で
つ
づ
る
助
け
合
い

ネ
ッ
ト
20
年 

塩
尻
道
雄
ほ
か
編 

東
灘

地
域
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
、
東
灘
で

発
足
し
た
N

P

O
法
人
「
東
灘
地
域

助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
二
十

周
年
を
迎
え
記
念
誌
を
発
行
し
た
。
同

法
人
は
、
被
災
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
活
動
を
開
始
。
震

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
終
了
後
も
、
地
域
に

密
着
し
た
高
齢
者
、
障
が
い
者
中
心
の

支
援
を
続
け
て
き
た
。
支
援
者
、
利
用

者
双
方
の
寄
稿
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
た
貴

重
な
活
動
の
記
録
で
あ
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200177362&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200444325&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200175912&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200442350&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200179061&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200432455&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200172444&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200434833&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200176274&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200443600&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200170474&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200428758&type=CtlgBook
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す
ぎ
も
と 

も
ん
た 

め
い
ま
い 

明
舞
団
地
―
ま
ち
づ
く
り
五
〇
周
年
記
念

誌 
初
田
直
哉
・
在
間
夢
乃
編 

兵
庫
県 

明
舞
団
地
は
神
戸
市
垂
水
区
と
明
石

市
に
ま
た
が
る
丘
陵
地
に
あ
る
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
。
開
発
か
ら
昭
和
三
十
九
年
の

入
居
、
そ
し
て
現
在
ま
で
を
写
真
と
資

料
で
振
り
返
る
。
写
真
の
多
く
は
、
あ

り
ふ
れ
た
生
活
の
一
場
面
。
そ
れ
ぞ
れ

に
、
時
代
が
滲
み
、
日
本
の
高
度
成
長

期
の
記
憶
も
重
な
っ
て
見
え
て
く
る
。 

全
国
各
地
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
共
通

課
題
は
、
住
民
減
少
や
高
齢
化
で
あ
る
。

本
書
に
は
、
新
し
い
街
づ
く
り
を
目
指

す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
学
生
と
連
携
し
た
活

動
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 ふ
あ
う
す
と
一
〇
〇
〇
号
の
あ
ゆ
み 

ふ

あ
う
す
と
川
柳
社
編
・
発
行 

 
 

川
柳
の
雑
誌
『
ふ
あ
う
す
と
』
は
昭

和
四
年
、
椙
元
紋
太
ら
十
八
人
の
同
人

に
よ
っ
て
神
戸
で
創
刊
さ
れ
た
。
本
書

巻
頭
に
は
創
刊
号
を
収
録
し
、
八
十
六

年
間
を
折
々
の
誌
面
か
ら
振
り
返
る
。

戦
時
下
、
誌
名
改
称
す
る
も
終
刊
と
な

る
が
、
昭
和
二
十
一
年
に
復
刊
を
遂
げ

る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
も
刊
行
は

継
続
さ
れ
た
。 

不
思
議
な
響
き
を
持
つ
誌
名
の
由
来

に
つ
い
て
、
紋
太
を
は
じ
め
同
人
そ
れ

ぞ
れ
の
説
が
興
味
深
い
。 

      

岡
本 

わ
が
町
―
岡
本
か
ら
の
文
化
発
信 

中
島
俊
郎
編 

廣
岡
倭
発
行
（
神
戸
新
聞 

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

地
方
の
町
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
が

注
目
を
集
め
る
今
日
、
神
戸
に
も
地
元

の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
例

が
あ
る
。
そ
れ
が
東
灘
区
の
岡
本
だ
。 

阪
急
岡
本
駅
と
Ｊ
Ｒ
摂
津
本
山
駅
を

内
包
し
た
便
利
な
町
と
し
て
、
ま
た
、

芦
屋
や
住
吉
と
い
っ
た
高
級
住
宅
街
の

間
に
位
置
し
影
響
を
受
け
た
お
し
ゃ
れ

な
町
と
し
て
人
気
を
獲
得
し
て
き
た
。

梅
林
が
有
名
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
、
文

豪
谷
崎
潤
一
郎
と
の
関
わ
り
等
、
歴
史

と
文
化
を
振
り
返
る
。 

岡
本
を
愛
す
る
語
り
部
た
ち
が
集
ま

り
生
ま
れ
た
、
町
の
記
録
と
な
る
一
冊
。 

       

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

ひ
と
・
い
の
ち
・
地
域
を
つ
な
ぐ
―
社
会

福
祉
法
人
き
ら
く
え
ん
の
軌
跡 

市
川
禮

子
（
東
信
堂
） 

横
尾
忠
則
―
全
Ｙ
字
路
（
岩
波
書
店
） 

        

  

               

災
害
時
の
歯
科
保
健
医
療
対
策
―
連
携
と

標
準
化
に
向
け
て
（
一
世
出
版
） 

近
代
公
娼
制
度
の
社
会
史
的
研
究 

人
見

佐
知
子
（
日
本
経
済
評
論
社
） 

県
大
物
語
―
創
立
10
周
年
・
創
基
85
周
年

記
念
誌 

兵
庫
県
立
大
学 

                        

神戸あんな人こんな人 その 5 

花森 安治 明治 44年（1911年）～昭和 53年（1978年） 

編集者・グラフィックデザイナー 

 『暮しの手帖』の初代編集長として知られる花森安治は、須磨の平田町に

生まれました。神戸三中を卒業し浪人をしていた頃には、大倉山の図書館で多

くの時間を過ごし、平塚らいてうの本を読んで女性解放運動に感銘を受けたと

いいます。旧制松江高校、東京帝国大学へと進学し、学生新聞の編集などに参

加しました。 

在学中から化粧品会社で広告の仕事を手伝い、大学卒業後に徴兵されますが

結核のため除隊、その後大政翼賛会で国策宣伝の仕事を担いました。有名な

「ぜいたくは敵だ」などの標語も彼の手によるものだと言われています。 

終戦後、大橋鎮子を社長に衣装研究所（のちの｢暮しの手帖社｣）を設立し、

昭和23年『美しい暮しの手帖』を創刊。企画、執筆、レイアウトから表紙画ま

で全般的に手がけました。徹底的な商品テストや、企業の広告を一切載せない

スタイルが好評を博し、全盛期には100万部を超える人気雑誌となりました。    

庶民の暮らしの向上に大きく貢献する雑誌を世に送り、昭和53年に亡くなる

まで反体制派として社会や企業に変革を求め続けた背景には、戦争に加担して

しまった後悔も込められていたのでしょう。自著『一銭五厘の旗』では「ぼく

らの暮しをなによりも第一にする」という強い決意を謳っています。 

  

はなもり やすじ 

うた 

しずこ 

いっせんごりん 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200173833&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200438893&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200176640&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200445138&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200173062&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200434920&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200176673&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200440648&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200179443&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200450234&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200175977&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200444068&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200169073&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200423066&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200172464&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200434847&type=CtlgBook
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現在の箱木千年家 

つ
く
は
ら 

み
な
ご 

ど
ん
ど 

は
こ
ぎ 

せ
ん
ね
ん
や か
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箱
木
千
年
家 

  

神
戸
と
い
え
ば
西
洋
館
の
イ
メ
ー
ジ
を

思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
山
間
部
を
中
心
に
茅
葺
民
家
も
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
有
名
な
の
は
神

戸
市
北
区
山
田
町
衝
原
に
現
存
す
る
箱
木

家
住
宅
で
「
千
年
家
」
と
呼
ば
れ
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
千
年
家
」
と
呼
ば
れ
た
家
は
箱
木
家

だ
け
で
な
く
、
兵
庫
県
内
に
か
つ
て
は
何

棟
も
存
在
し
、
但
馬･

丹
波･

淡
路
に
も

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
箱
木
家
と

同
じ
山
田
庄
内
の
上
谷
上
に
は
、
阪
田
千

年
家
と
呼
ば
れ
る
家
が
あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
焼
失
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
存
し
て
い
る
も
の

で
は
、
姫
路
市
安
富
町
皆
河
に
あ
る
古
井

家
住
宅
が
「
古
井
千
年
家
」
と
呼
ば
れ
、

こ
ち
ら
も
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
住
宅
の
成
立
年
代
は
明
ら
か

で
は
な
く
、
千
年
家
と
い
う
呼
称
は
「
千

年
た
っ
た
家
」
で
は
な
く
、
「
非
常
に
古

い
家
」
と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。 

 

箱
木
家
の
先
祖
は
山
田
庄
の
地
侍
で
、

古
く
は
多
田
満
仲
に
仕
え
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
中
世
末
期
に
は
三
木
城
主
別
所
氏

に
仕
え
、
箱
木
与
一
左
衛
門
は
別
所
長
治

と
共
に
出
陣
し
、
秀
吉
軍
と
戦
っ
て
討
ち

死
に
し
ま
し
た
。
三
木
城
落
城
の
後
、
箱

木
氏
は
武
士
の
身
分
を
捨
て
農
業
に
専
念

し
、
江
戸
時
代
に
は
衝
原
の
庄
屋
を
つ
と

め
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

箱
木
家
系
図
に
よ
る
と
、
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
に
亡
く
な
っ
た
箱
木
伊
兵

衛
の
代
に
代
官
小
堀
仁
右
衛
門
か
ら
「
千

年
家
」
の
家
号
を
授
け
ら
れ
た
と
し
て
い

ま
す
。
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
に
刊

行
さ
れ
た
『
摂
陽
奇
観
』
に
は
「
大
同
元

年
（
八
〇
六
）
に
新
築
上
棟
と
記
録
さ
れ

た
梁
文
が
み
つ
か
っ
て
い
る
」
と
の
記
述

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
寛
政
八
年
（
一
七

九
六
）
頃
に
書
か
れ
た
『
摂
津
名
所
図

会
』
と
い
う
当
時
の
案
内
書
に
も
「
丹
生

山
田
千
年
家
」
の
項
に
同
様
の
記
述
が
あ

り
、
十
八
世
紀
に
は
「
千
年
家
」
の
呼
称

が
一
般
化
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

し
か
し
、
箱
木
家
の
建
築
年
代
を
特
定

で
き
る
棟
札
な
ど
の
資
料
は
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
建
築
史
学
的
に
も
民

家
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
ん
で
お
ら
ず
、

建
築
様
式
や
技
法
か
ら
古
代
の
建
築
で
は

な
く
、
ま
た
近
世
の
民
家
と
も
異
な
る
た

め
中
世
の
建
築
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

呑
吐
ダ
ム
の
建
設
計
画
に
と
も
な
い
、

水
没
予
定
地
域
に
存
在
し
た
箱
木
家
住
宅

は
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
元
の
場
所
か
ら
東

南
約
七
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
現
在
の
場
所

に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
移
築
に
際
し
て
の

解
体
・
調
査
に
よ
り
、
建
物
の
増
改
築
の

状
況
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

元
々
は
二
間
の
建
物
が
あ
り
、
江
戸
時

代
中
期
に
西
側
に

二
間
の
離
れ
が
建

て
ら
れ
、
さ
ら
に

江
戸
時
代
後
期
に

こ
の
離
れ
と
元
の

建
物
と
の
間
に
二

間
を
増
築
し
、
ひ

と
つ
屋
根
の
建
物

と
し
て
ま
と
め
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
復
元
に
際
し
て
増
築
し
て
離

れ
と
つ
な
い
だ
部
分
を
取
り
壊
し
、
元
の

母
屋
と
離
れ
の
形
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
こ
の
時
の
調
査
に
よ
り
、
他
に
比

較
で
き
る
資
料
が
な
い
た
め
正
確
な
年
代

は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
工
法
等
か
ら

元
の
母
屋
部
分
は
室
町
時
代
の
建
築
と
推

定
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
近
年
「
放
射
性
炭
素
年
代
測

定
」
で
柱
材
の
古
さ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

約
七
〇
〇
年
前
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
で
あ

る
と
の
結
果
が
出
さ
れ
、
建
築
年
代
が
鎌

倉
時
代
に
ま
で
遡
る
可
能
性
も
出
て
き
ま

し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
箱
木
家
住
宅

が
現
存
す
る
日
本
最
古
の
民
家
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
箱
木
家
の
内
部

は
、
板
の
間
が
二
つ
と
土
間
。
土
間
の
一

角
は
馬
屋
に
な
っ
て
お
り
、
奥
に
進
む
と

か
ま
ど
が
あ
り
ま
す
。
見
上
げ
る
と
梁
や

木
組
み
越
し
に
屋
根
の
裏
側
が
見
え
ま
す
。

板
の
間
の
床
材
や
黒
光
り
す
る
柱
は
、
感

触
が
で
こ
ぼ
こ
し
て
手
作
業
の
跡
を
残
し

て
い
ま
す
。
茅
葺
の
大
屋
根
は
軒
が
深
く

窓
が
少
な
い
為
、
室
内
は
薄
暗
く
外
気
と

違
っ
て
ひ
ん
や
り
と
乾
燥
し
た
空
気
が

漂
っ
て
い
ま
す
。 

秋
晴
れ
の
一
日
神
戸
散
策
の
足
を
少
し

伸
ば
し
て
、
当
時
の
農
家
の
生
活
の
様
子

に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 
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